






 

 はじめに,我々は従来,筋萎縮に対する成長ホルモンの効果に注目し,ジスト

ロフィーマウスに対して SOMACTON(bovine growth hormone),肢帯型筋ジストロ

フィー症 2 例及び筋強直性ジストロフィー症 2 例,計 4 例に対して HGH(human 

growth hormone)を使用してきたが,その間若干の有効性を示唆する所見をえて

いる.特に肢帯型の 1例ではすでに 2年間にわたり治療を試みており,この期間

中には,全く症状の増悪はなく,わずかながら筋の耐久力(立位保持時間,連続歩

行時間など)の増加を認めている.これらの結果にかんがみ,成長ホルモンの効

果に関して基礎的実験の必要性を感じ,動物実験を開始じた.ジストロフィーマ

ウスの供給状況が充分でなく,未だ罹患動物に対する効果の研究は進展をみて

いないが,対照動物に対する本剤の影響についての基礎実験は一応の終了をみ

た現状である． 


